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地域BWAの本来の目的である地域貢献策および
自治体との交渉などに関しては、既に様々な場で
語られているので、ビジネスの観点から弊社の
取り組みを紹介します。

本稿は、ちゅピCOMふれあい個別の事業環境に
基づく事業戦略です。
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１．インターネット新時代への対応

ＩｏＴの浸透によって、家庭内のネットワークにつながるデバイスが多様化し、
ネットワークの構成もより複雑になってきています。
これまでインターネットに繋がるデバイスといえば、パソコンやスマート
フォンなどに限られていたが、これからは家庭内の多くの電気電子機器が
インターネットへ接続されることで、生活が変わります。

家庭内の利用
の多様化

接続デ
バイス

スマート
ホーム

無線

映像
配信

5Ｇ時代、IoT、自動運転、各種インフラメーターの
無線化、無人レジ、Fin tech etc

ホームスピーカー、見守り機器、
スマートロック、家電製品etc

スマホ、タブレット、ゲーム機、プリンタ、
テレビ受像機 etc

放送も映像配信の1方式で
あり、インターネットも映像
配信の1方式

今後 映像配信は
放送＜インターネットになる傾向大

社会の

インターネット
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２．経営資源の限られたCATV事業者としての優先課題

• 来るべき時代を見据え、設備更新、新規投資をできる限りＩＰへ
集中する

ALL IP MIGRATIONへの備え

• コンテンツ、新ビジネスを生み出すことは困難を極めるため、そ
れらをお客さまが活用するインフラを整える

インターネット加入者増を図る

• 限られた地域での濃密な有線ネットワークと課金システム

• 地域通信事業者としての基盤を固める

• 4Gから5Gへの移行対応

• 「FTTN＋無線」のMDUへの接続

有線から「有線+無線」
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３．ふれあいが地域BWAを促進する理由

○ふれあいのホームパス内の現状
集合住宅（ＭＤＵ）:戸建住宅（ＳＤＵ）＝６：４

○ＭＤＵ市場でのNet利用可能世帯（双方化市場）
20%未満

○ＭＤＵのネット対応コスト
分譲、賃貸ファミリー物件への導入および双方化を促進する
ためのコストが増加

○費用対効果
賃貸期間が2.5年前後の賃貸シングル（単身者用マンション）の
Net加入期間は短いのでコスト高で費用対効果が薄い
→ 導入費用が不必要な地域BWAの活用



p5

All Right Reserved.  Copyright © 2018 chupicom

４．地域BWAビジネスの現状

■ MDU密集地域へ優先した基地設置

伝送路管理システムを活用し、集合住宅が密集する地域を優先的に基地局整備を実施。

●地域毎の集合住宅世帯数と
加入者数が表示される。

※地域BWAの基地局設置後、
電波強度を調査し、管理システムへ
エリアカバーや強度を表示することで
電波不感地域を分析し、次の基地局
設置の参考にする。
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４．地域BWAビジネスの現状

■ 基地局設置状況、加入状況、コスト

①基地局設置状況 ※2018年1月末現在

項目 ふれあい ひろしま おのみち グループ合計

設置済み 9 7 2 18

設置予定 5 2 0 7

各局合計 14 9 2 25

※平成30年度、廿日市市・海田町の2自治体へ基地局設置予定
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４．地域BWAビジネスの現状

②加入状況

③設置コスト

項目名 コスト（千円）

基地局（アンテナ・BBU）機器費 3,650 

設置工事費（アンテナ・引込み） 2,520 

合計 6,170 

ちゅピCOMふれあいが設置して基地局の平均コスト

※幹線光ノード交換費用は除く

（１）契約状況（課金ベース）

２６０件 ※2018年1月末現在（ちゅピＣＯＭふれあい単体の契約者数）

※2017年9月より基地局の増設と本格的な営業を開始

（２）営業手法

・営業部員が端末を持参し、通信状況に問題がないことを確認して端末をお渡しする。
その後、お客さまご自身で利用する環境下でも問題がないかお試し期間（14日間）で確認を
いただき、問題なければ、本契約として請求を開始する。

＜基地局設置事例：広島市役所＞

屋上に基地局を
設置
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（参考）ちゅピＣＯＭ Ａｉｒ-LAN概要


